
1988年出上の木簡

物
容
器
に
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
井
戸
は
、
出
上
し
た
瓦
器
椀
の
形
式
か
ら

一

一
世
紀
末
か
ら

一
二
世
紀
前
棄
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
街
の
釈
文

・
内
容

①

「〔酪
昨
Ш
〔町
一月
奎
百
福〔騨
郎
□

曲
物
の
径
は
三
七

。
Ｏ

伽
、
高
さ
二
五

。
○

伽
で
あ
る
。　
一
一

二
世
紀
前
葉
で

Ｆ
永
」
で
は
じ
ま
る
年
号
に
は

コ
永
保
」
盆

〇
八

「永
長
」
全

〇
九
六
ど
一
〇
九
七
）、

「永
久
」
（
一
一
〓
二
ど
一
一

が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
あ
た
る
。

丘置

・吉
田
南
遺
跡

所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
神
戸
市
西
区
玉
津
町

。
明
石
市
北
王
子
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年

（昭
６２
）
〓

一月
ぞ

一
九
八
八
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
荻
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岡
崎
正
雄

・
村
上
賢
治

・
平
田
博
幸

。
高
瀬

一
嘉

５
　
遺
跡
の
種
類
　
郡
衛
跡

・
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一二
ぞ

一
三
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

吉
田
南
遺
跡
は
、
明
石
川
下
流
右
岸
の
完
新
世
段
丘
及
び
旧
河
道
に
位
置
す

る
。　
一
九
七
五
ぞ
八
〇
年
に
か
け
て
、
神
戸
市
教
育
委
員
会
、
吉
田

・
片
山
遺

跡
発
掘
調
査
団
が
、
神
戸
市
玉

津
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
に
先
立

ち
数
次
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
弥
生
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
複

合
遺
跡
で
、
奈
良
時
代
後
期
か

ら
平
安
時
代
前
期
に
か
け
て
は

明
石
郡
衛
（な
い
し
は
明
石
駅
家
）

に
比
定
さ
れ
る
建
物
群
や
井
戸

Ｏωμ

世
紀
末
を

一

ｔ
一
〇
八
四
）、

八
）
の
〓
一
つ

（西
村
公
助
）
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が
あ
り
、
井
戸
か
ら
は
木
簡
が
出
土
し
た
。
今
回
、
隣
接
地
の
兵
庫
県
農
業
試

験
場
移
転
に
と
も
な
い
跡
地
利
用
計
画
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
吉
田
南
遺
跡
の

範
囲
、
遺
跡
の
種
類
及
び
遺
構
面
数
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
確
認
調
査
が

一
〇

万
〆
を
超
え
る
面
積
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
明
石
川
で
破
壊
さ
れ
た
約

二
万
ポ
を
除
き
、
遺
跡
が
広
が
る
こ
と
が
判
明
し
、
弥
生
時
代
の
水
田
跡
か
ら

始
ま
り
、
弥
生
時
代
後
期
を
古
墳
時
代
前
期
の
集
落
跡
や
井
堰
を
と
も
な
う
溝
、

古
墳
時
代
中
期
の
初
期
須
恵
器

・
韓
式
軟
質
土
器

・
土
師
器
を
と
も
な
う
溝
、

古
墳
時
代
後
期
の
製
塩
土
器
や
飯
蛤
壼
と
竪
穴
式
住
居
、
自
鳳
時
代

・
奈
良
時

代

。
平
安
時
代
前
期
の
掘
立
柱
建
物
群
や
大
溝
、
平
安
時
代
中
期
の
播
磨
国
府

系
瓦
や
飾
板
を
と
も
な
う
井
戸
、
鎌
倉
時
代
の
瓦
積
井
戸

。
掘
立
柱
建
物
群

・

木
棺
墓
な
ど
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
遺
構
面
数
も
多
く
確
認
さ
れ
た
。
な
か
で

も
、
奈
良
時
代
の
上
馬
祭
祀
が
明
石
川
際
で
行
わ
れ
て
お
り
、
官
行
の
範
囲
が

大
き
く
広
が
る
。
ま
た
、
七
世
紀
代
の
円
面
硯
や
土
器
を
と
も
な
う
掘
立
柱
建

物
跡
な
ど
か
ら
、
明
石
郡
衛
の
成
立
時
期
が
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、

遺
物
出
土
量
も
多
く
、
整
理
箱
で
約
二
〇
〇
箱
程
で
、
官
衛
に
と
も
な
う
遺
物

と
し
て
は
、
白
鳳
時
代
の
須
恵
器
、
土
師
器
と
円
面
硯
、
奈
良
時
代
の
大
型
の

須
恵
器
や
土
馬
、
平
安
時
代
の
緑
釉
陶
器
や
瓦
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
出
上
の
井
戸

（ｓ
Ｅ
Ｏ
ご

は
、
瓦
積
井
戸
で
掘
形
径
約
二
ｍ
、
井
戸
の

内
径
約
七
〇

ｃｍ
、
深
さ
四

・
二
ｍ
以
上
で
底
に
は
石
敷
、
水
溜
と
し
て
径
二
〇

伽
、
深
三
〇

釦
の
曲
物
が
あ
る
。
積
み
上
げ
ら
れ
た
瓦
は
、
軒
平
瓦
・軒
丸
瓦
・

平
瓦

・
丸
瓦

・
鬼
瓦
と
多
様
で
、　
〓

一〇
段
以
上
積
ま
れ
て
い
た
。
掘
形
の
裏

込
め
に
も
軒
丸
瓦
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、
調
査
は
実
測
終
了
後
、
軒
瓦
の
拓

本
と
型
取
り
を
行
い
、
井
戸
を
保
存
す
る
た
め
埋
戻
し
を
行
い
、
瓦
を
含
め
た

詳
細
な
丼
戸
の
検
討
は
今
後
の
問
題
と
す
る
。
井
戸
内
の
転
落
瓦
な
ど
か
ら
、

軒
瓦
は
明
石
市
林
崎
三
本
松
瓦
窯

・
高
砂
市
魚
橋
瓦
窯

・
神
戸
市
神
出
窯
産
の

瓦
が
多
く
、
平
安
官
大
極
殿

。
東
寺

（再
建
▼

尊
勝
寺

・
高
羽
離
官

，
法
華
山

一
乗
寺
出
上
の
瓦
と
同
絶
瓦
を
含
め
、
類
似
す
る

一
四
種
類
の
瓦
が
あ
る
。
時

期
は
新
し
い
も
の
で

一
二
世
紀
末
ぞ

一
三
世
紀
初
の
年
代
を
与
え
ら
れ
る
も
の

で
、
井
戸
内
出
上
の
土
師
器
皿
や
自
磁
な
ど
は

一
三
世
紀
後
半
以
降
を
示
し
、

井
戸
は

一
三
世
紀
前
半
以
降
に
掘
ら
れ
た
。
木
簡
は
井
戸
検
出
面
か
ら
中
層
二

七
〇

釦

（絶
汁
高
二
二
一冨
）
で
、
曲
物
底
板
や
土
器
と
と
も
に
出
上
し
た
。　
一

三
世
紀
後
半
で
、
吉
田
南
遺
跡
の
存
続
の
最
後
の
時
代
を
示
し
て
い
る
。

ド

＝

」

．Ｆ

Ｉ

Ｌ

木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

「
＜

口
日
日

日
日
国

」

Ｐ
Ｏ
∞

×

］
中
×

μ
　

Φ
∞
］
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墨
の
痕
跡
は
み
と
め
ら
れ
る
が
、
判
読
は
で
き
な
い
。
木
簡
の
形
状
は
、
既

報
告
の
兵
庫
県
多
紀
郡
丹
南
町
初
田
館
跡
の
鎌
倉
時
代
井
戸
出
上
の
呪
符
木
簡

四
点
と
似
て
お
り
、
お
そ
ら
く
井
戸
を
埋
め
る
際
の
呪
符
木
簡
と
推
測
す
る
。

な
お
、
木
簡
出
上
の
瓦
積
井
戸
は
、
法
隆
寺
大
宝
蔵
殿
西
側
広
場
井
戸
Ｓ
Ｅ

四
八
五
三
や
法
隆
寺
東
院
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
五
〇
九
の
鎌
倉
時
代
井
戸
と
似
て
お
り
、

東
院
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
二
五
〇
九
は
瓦
が

一
二
〇
段
以
上
積
ま
れ
、
深
さ
も
四

・
一

ｍ
以
上
と
さ
れ
、
形
状
は
方
形
で
あ
る
点
を
除
く
と
、
類
似
す
る
井
戸
で
あ
る
。

吉
田
南
遺
跡
の
積
み
上
げ
ら
れ
た
瓦
は
、
吉
田
南
遺
跡
で
は
屋
瓦
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
平
安
時
代
終
末

。
鎌
倉
時
代
初
頭
の
瓦
が
、

何
故
、
井
戸
に
転
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
あ
る

一
定
期
間
、
数

多
く
の
瓦
が
近
く
に
集
積
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
明
石
郡
衝
が
衰
退

し
て
い
た
と
し
て
も
、
播
磨
国
司
の
東
寺
再
建
に
か
か
わ
る
造
瓦
の
力
を
認
め

る
に
お
い
て
、
東
播
系
瓦
の
京

へ
の
積
み
出
し
、
管
理
の
拠
点
と
し
て
吉
田
南

遺
跡
が
関
与
し
て
い
た
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

木
簡
学
会

『
木
簡
研
究
』
創
刊
号

（
一
九
七
九
年
）

同

『
木
簡
研
究
』
第
九
号

（
一
九
八
七
年
）

（岡
崎
正
雄
）

1988年出上の木簡

(竜野・上郡)

丘驚

。
小
犬
丸
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
龍
野
市
揖
西
町
小
犬
丸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年

（昭
６．
）
一
月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
下
史
朗

・
山
上
雅
弘

５
　
遺
跡
の
種
類
　
駅
家
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

小
犬
丸
遺
跡
は
、
早
く
か
ら
古
瓦
の
出
土
地
と
し
て
知
ら
れ
、
昭
和
初
期
に

は
小
犬
丸
廃
寺
と
し
て
周
知
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
な
っ
て
今
里

――出
箪

叢
礫
〒
竹

気
こ下
＝
ｆ
型
，
　
ァ
、
　

幾
次

・
高
橋
美
久
二
氏
ら
の
研

究
に
よ
り
、
『
延
喜
式
』
に
み

え
る
布
勢
駅
家
跡
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
八
三
年
度
に
至

っ
て
、

遺
跡
の
中
央
部
を
横
切
る
県
道

姫
路

・
上
郡
線
の
拡
幅
工
事
に

際
し
て
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

築
地
塀
に
囲
ま
れ
た
複
数
の
瓦


